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る
と
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
正
職
員
を
嘱
託
職
員
へ
雇
用

転
換
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
点
を
、

直
近
の
最
高
裁
判
所
で
の
判
決
な
ど
を
ふ

ま
え
て
説
明
し
ま
す
。

　

事
業
所
で
定
め
る
定
年
が
65
歳
を
下

回
っ
て
い
る
場
合
は
、
①
定
年
の
引
き
上

げ
、
②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
、
③
定
年

の
定
め
の
廃
止
、
の
い
ず
れ
か
の
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
（
高
齢
者
雇
用
安
定
法
第

９
条
第
１
項
）。
多
く
の
介
護
事
業
者
で
は

60
歳
の
定
年
制
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
継

続
雇
用
制
度
を
導
入
し
て
い
な
い
事
業
所

も
散
見
さ
れ
ま
す
。
未
導
入
の
場
合
は
、

制
度
の
導
入
、
ま
た
は
先
の
①
の
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

労
働
力
人
口
の
減
少
で
慢
性
的
な
人
材

不
足
が
続
く
一
方
で
、
昨
今
、
60
歳
以
上

の
就
業
者
数
が
増
え
て
お
り
、
高
齢
労
働

者
が
担
う
役
割
は
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る

と
い
え
ま
す
。
働
く
人
の
10
人
中
約
３
人

が
高
齢
者
と
い
う
時
代
、
事
業
者
側
は
高

年
齢
労
働
者
を
「
戦
力
」
と
し
て
と
ら
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
施
設
で
も
高
年
齢
労
働
者
数
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
労
働
条
件
と
役
割
が
見

合
っ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
す
。
と
り
わ

け
、
正
職
員
だ
っ
た
高
齢
者
が
嘱
託
職
員

と
な
り
、
仕
事
の
内
容
は
変
わ
ら
な
い
が

賃
金
は
20
％
低
下
し
た
と
い
う
話
は
、
定

年
再
雇
用
の
よ
く
あ
る
例
で
す
が
、
高
齢

者
に
活
躍
し
て
も
ら
う
と
い
う
点
か
ら
み

　

継
続
雇
用
制
度
は
、
２
０
１
３
年
３
月

末
日
ま
で
に
労
働
者
代
表
と
労
使
協
定
を

締
結
し
、
管
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
届

け
出
て
い
る
場
合
に
限
り
、
段
階
的
に
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
厚
生

年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が
段
階
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
無
年
金
無

収
入
を
防
止
す
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

　

継
続
雇
用
制
度
（
定
年
再
雇
用
も
含
む
）

を
導
入
す
る
事
業
所
で
は
、
労
働
者
の
定

年
後
、
嘱
託
職
員
と
し
て
新
た
な
雇
用
契

約
を
締
結
し
ま
す
。
こ
の
際
、
ど
の
よ
う

に
労
働
条
件
を
設
定
し
て
い
る
か
が
非
常

に
重
要
で
す
。

　

多
く
の
場
合
、
定
年
再
雇
用
前
と
後
で
、

「
基
本
給
を
低
く
す
る
」「
以
前
支
給
し
て
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職
務
給
（
手
当
）
が
不
支
給
と
な
る
な
ど
、

全
体
的
に
労
働
条
件
が
引
き
下
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

最
高
裁
で
は
、
定
年
再
雇
用
後
の
再
雇

用
で
労
働
条
件
に
差
が
出
る
こ
と
自
体
は

不
合
理
で
な
い
と
い
う
判
決
が
下
さ
れ
た

一
方
で
、「
各
賃
金
項
目
の
趣
旨
を
検
討
し

た
と
こ
ろ
、
一
部
手
当
の
不
支
給
は
不
合

理
で
違
法
」
と
し
て
、
事
業
主
に
損
害
賠

償
を
命
じ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
同
時
期

に
争
わ
れ
た
別
の
訴
訟
（
ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ

ク
ス
事
件
）
で
も
、
同
様
の
判
決
が
下
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
格
差
は
介
護
業
界
で
も
よ

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
近
年
、弊
社
に
も「
定

年
再
雇
用
後
の
嘱
託
職
員
の
労
働
条
件
を
、

い
た
手
当
を
不
支
給
と
す
る
」
な
ど
の
処

遇
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

重
要
視
さ
れ
る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
格
差

は
不
合
理
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
６
月
、
高
齢
者
雇
用
の
労

働
条
件
に
関
す
る
最
高
裁
判
決
（
長
澤
運

輸
事
件
、
図
表
1
）
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

正
職
員
と
、
広
義
の
非
正
規
職
員
の
格
差

が
最
高
裁
で
判
断
さ
れ
た
の
は
こ
れ
が
初

め
て
で
す
。
正
職
員
時
と
定
年
再
雇
用
後

で
業
務
内
容
が
変
わ
ら
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
労
働
条
件
に
差
が
あ
り
、
こ
の
差

が
合
理
的
で
あ
る
か
否
か
が
争
わ
れ
ま
し

た
。
労
働
条
件
を
前
後
比
較
す
る
と
、
基

本
給
の
引
き
下
げ
や
、
業
務
に
関
連
す
る

ど
の
よ
う
に
設
定
す
れ
ば
い
い
か
」
と
い

う
ご
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
嘱
託
職
員
の
労
働

条
件
の
決
定
方
法
と
し
て
、
職
務
比
較
評

価
法
を
紹
介
し
ま
す
（
図
表
２
）。

　

ま
ず
始
め
に
、
定
年
再
雇
用
と
な
る
職

員
の
職
種
に
求
め
ら
れ
る
業
務
内
容
を
も

と
に
、
評
価
項
目
を
列
挙
し
ま
す
。
こ
の

際
の
項
目
数
は
任
意
で
す
。
次
に
、
項
目

ご
と
に
嘱
託
職
員
に
求
め
る
役
割
の
程
度

を
検
討
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
夜
勤
が
月

に
４
回
か
ら
２
回
に
な
れ
ば
50
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
項
目
ご
と
に
割
合
を
決
定

し
、
全
体
の
何
割
程
度
の
役
割
を
求
め
る

の
か
基
準
率
を
求
め
、
正
職
員
と
し
て
の

直
近
の
基
本
給
な
ど
に
乗
じ
る
こ
と
で
賃

金
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
際
、
嘱
託
職
員

を
一
律
に
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

職
員
の
健
康
面
や
家
庭
事
情
を
鑑
み
、
一

人
ひ
と
り
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
評
価
方
法
は
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、

短
時
間
正
職
員
な
ど
の
労
働
条
件
を
決
定

す
る
際
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

　

手
当
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
に
と
ら

わ
れ
ず
、
支
給
目
的
に
応
じ
て
項
目
ご
と

に
支
給
の
要
否
や
金
額
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

　

今
後
ま
す
ま
す
、
ベ
テ
ラ
ン
の
高
年
齢

労
働
者
の
役
割
の
重
要
度
は
増
し
て
い
き

ま
す
。「
戦
力
」
と
し
て
貢
献
し
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
相
互
が
納
得
で
き
る
働
き
方

を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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図表1　定年再雇用の嘱託職員の労働条件が争われた
　　　  最高裁判決

図表2　職務比較評価法にもとづく嘱託職員の労働条件判断

項目 正社員 嘱託社員
適用規程等 正社員就業規則・賃金規定 嘱託社員就業規則

基本給 在籍給：上限12万1100円
年齢給：上限5000円 一律 12万5000円

職務給 12トン撒車  8万552円ほか なし
精勤手当 5000円 なし
無事故手当 5000円 5000円
調整給 なし 月額2万円
住宅手当 1万円 なし
役付手当 班長3000円／組長1500円 なし
賞与 基本給の5カ月分（年間） なし
退職金 3年以上勤務した者に支給 なし

評価区分 評価項目 基準率 比較評価票

①職務内容
職務の難易度 100 100
経験・判断の度合い 100 100
夜勤勤務 100 50

②職務責任
業務責任 100 50
指導責任 100 100

③配置転換・その他
配置転換度 100 0
会議参加義務 100 50

合　　　計 700 450
賃金率＝比較評価率合計／基準率合計 64.2％

事件名：長澤運輸事件
事　案：定年退職後に契約期間1年の嘱託社員として再雇用され

たトラック運転手3人が、仕事の内容は同じであるにも
かかわらず、正社員運転手との賃金格差があるのは不合
理だとして、差額賃金相当額の損害賠償を求めたもの

例）65歳で定年退職となったA職員：嘱託での再雇用を希望し
たため、比較評価票にもとづき嘱託契約内容を決めることと
なった。定年退職時のA職員の基本給は35万円。

嘱託契約によるA職員の基本給は35万円×64.2％＝22万4700円
となる。

高齢者雇用等の賃金決定手法　職務比較評価票


